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１．研究計画の概要 

（1）本研究では，日韓集落研究会の組織を

維持しながら，日本の弥生時代～古墳時代お

よび韓国の無文土器時代～三国時代の集落

について，系統や影響関係を検討し，比較分

析を行なう。 

（2）研究の多様化（多様な視点の形成）を

はかり，発表や議論を通じて新たな成果をえ

るとともに，日韓の研究者による分析方法や

分析資料，分析結果を共有する。 

（3）具体的な研究課題は以下の通りである。 

①農村とは別の理論で動く海村（特に海上交

易活動を担う）の解明。②日韓双方での渡来

人集落の様相解明。③当該時期の日韓両地域

の生産集落の解明。④日韓の環溝集落・高地

性集落（山村）の解明と関連性や比較検討。

⑤日韓の首長層居宅や都城の解明と関連性

や比較検討。⑥日韓両地域の住居跡の動態分

析。 

（4）以上のために，年 1 回研究会を開き，

韓国側研究者を毎年 7～8 名招聘するととも

に日本側研究者も韓国の資料を調査する。ま

た年度末に中間報告を刊行し，日韓の基本文

献をそれぞれ訳出する。日韓両国の研究者の

長期的な信頼関係を築き，韓国研究者が日本

の資料を，日本の研究者が韓国の資料を取扱

う論文を書けるようにする。 

 

２．研究の進捗状況 

（1）日韓集落研究会は現在，研究代表者，

分担研究者，連携研究者および日韓の研究協

力者あわせて 43 名(日本側 17 名，韓国側 26

名)で構成されている。 

（2）平成 20 年度に大阪で生産遺跡の検討を

中心に，平成 21 年度は韓国の江陵で，平成

22 年度は東京で，「日韓集落研究の新たな視

角を求めて」ⅠおよびⅡと題して共同研究会

を開催し毎回資料集を作成した。また毎年 5

月には東京で国内関係者による打ち合せを

している。方法論や視点では集落構造論や空

白論あるいは集落の中での遺物のありかた

の検討の重要性が会員に共有されつつあり，

住居跡分析の重要性や，重複住居の検討によ

る住居数の推定などが新たに提起された。 

（3）具体的な成果は，①日韓の環溝集落の

様相や韓国仁川市雲北里遺跡や島根県山持

遺跡など楽浪土器をもつ海村の解明。②渡来

人集落も従来の日本側での無文土器人の集

住だけでなく，韓国の亀山洞での弥生人の集

住，日韓の国際交流港での古墳人や加耶人，

百済（馬韓）人の集住の解明。③金属器生産

遺跡の解明や馬飼集団の集落の解明。④韓国

の環溝集落を同一視点でとらえる論。⑤弥

生・古墳時代の集落を地域の中で連続的に捉

え，首長層居宅を位置づける論。あるいは百

済前期都城の様相解明。⑥日本人による韓国

の粘土帯土器期の集落分析，韓国人による日

本の松菊里型住居分析などが得られた。 

（4）中間報告書も毎年度末に刊行し，活動

記録とともに日韓の集落関係基本文献をこ

れまで 5 篇訳出した。また平成 20 年度は 5

名，21・22 年度は 8 名の韓国人研究者を招聘
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し，その際にも研究発表をしてもらっている。

本研究の影響で韓国では集落関係の学術大

会が多くなった。日韓研究者相互の信頼関係

もきわめて高くなり，本研究参加の日本人研

究者が韓国のさまざまな学会で発表する機

会がかなり増えた。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

当初の研究分担者や研究協力者とともに

韓国側の研究協力者も順調に組織できた。各

人の研究テーマも研究計画にそって弥生時

代・古墳時代および無文土器～三国時代にわ

たってバランスよく配列されつつある。日本

側の住居跡分析が出遅れたが，大阪市立博物

館の寺井誠氏の加入で軌道に乗りつつある。

原稿も予定通り提出できる見通しである。 

 

４．今後の研究の推進方策 

（1）当初の研究計画通り，平成 23 年度末に

研究成果報告書を刊行する。研究協力者の人

件費が大幅に膨らんだため，報告書での韓国

語の併記が不可能になった。そこで，韓国側

と話し合った結果，日本語版をこの科学研究

費によって作成し，韓国語版は，韓国側で別

途に出版することとなった。 

（2）各人の補足資料調査は予定通り 9 月末

までとする。今年も韓国側研究者を 8名招聘

する。 

（3）8月26～28日に韓国の韓神大学校(予定)

で，今回の研究に関わる日韓の研究者（代表

者，分担者，協力者）が全員集合し発表する

とともに，議論と検討も重ねる。その結果を

もとに 10 月末に全員原稿を提出する。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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